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アジアの女性と子どもネットワーク 

発行日 

2023年12月25日 

AWC通信 
 学校建設から25年を経て                         マリ・クリスティーヌ 

中学生の教室 

私たちが初めて学校建設を行ったバーン・メーランカムスクールで、

寮の先生として子どもたちの面倒を見ているパッカモンさんは二人の子

どものお母さんです。長女はバーン・メーランカムスクールの中学2年

生、下の男の子は幼稚園生で、子育てしながら働いています。 

彼女は1998年に新校舎が完成した時に、この小学校を卒業して中学

部に進学しました。勉強が好きで、中学卒業後も奨学金などを取得しな

がら高校、大学に進学し、卒業後に村に戻って結婚し、バーン・メーラ

ンカムスクールの補助教員として働き始めました。長女が生まれた後

も、昼間は村の人に子どもを預けながら働き続け、子どもたちもこの学

校に通っています。 

私たちが学校建設を行ったことが中学部創設のきっかけとなり、勉学

を続けることができたとの思いから、高校、大学では日本語を学び、漢

字まじりの日本語の手紙なども送ってくれます。私たちが訪問した時に

は、村の状況や子どもたちの様子を詳しく伝えるなど、いつも細やかな

気遣いでの応対をして下さいます。 

彼女は教師資格を持っていないために、補助教員として、寮の子ども

やカレン語しか話せない新入生の世話等、雑用係を続けるしか道がな

かったのですが、正式の教師の認定資格を得るために、現在は週末に勉

強を続けています。教員の資格試験は競争率が高く、これに合格しても

公務員になるための試験を受けなくてはならず、公務員試験はさらに難

しいのでかなり狭き門のようですが、それでも正式な教師になりたいと

の思いは強く、果敢に挑戦を続け努力をしています。 

「私は現在バーン・メーランカムスクールで働いており、生徒たちが

抱えている様々な課題を知っています。この地域で生まれ育ち、民族の

言語も文化も、彼らを取り巻く現実もすべてを知りつくしているので、

この環境の中でも生徒たちが世の中で活躍できるように、彼らの力にな

りたいのです。そのために、ここの学校で正式教員として働き、地元を

良くしていきたいのです。それが私の夢です。」とパッカモンさんは難

しい試験に挑む熱い想いを語ってくれました。 

1998年に私たちが学校建設した時、この学校で学ぶ生徒の中から地

域のリーダーが育てば、山岳民族が抱える多くの課題なども良い方向に

解決していくことになるのではないかと期待を込め、だからこそ教育が

大切だと話し合いました。遠き道のりでもまずは学校建設という一歩を

踏み出せばきっと光はあると。 

この私たちの描いた夢が25年を経た今、少しずつ実現に向かっている

ことに深く感動を覚えます。パッカモンさんの希望が現実となるように

祈り続けると共に、私たちの活動をご理解くださり、惜しみないご協力

を下さっている皆様に心から感謝を申し上げ、これからも事業を継続し

ていきたいと思っています。 

パッカモンさん、子どもたちと一緒に 

カレンの民族衣装を着て通学 

1998年に建設した バーン・メーランカムスクール校舎  
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おなかいっぱいプロジェクト   

 子ども達におもちゃを      

おもちゃを受け取った事務局長  
アヌチョン・ファンソンさん 

APCYFが運営している保育園は子どもたちが急激に増え

たためおもちゃが足りていません。2023年6月、ぬいぐる

み、アンパンマン・ブロック、オセロ、ルービックキュー

ブ、幼児用計算ボード等を「バーン・ラーイ・ファーン就学

準備プレスクール」の他「バーン・クワイ・センター」、

「スワン・ジョイラック・センター」、「ファイ・ジャン

ヌ・センター」の４か所の保育園に届けました。子どもたち

は大喜びで夢中で遊び始めました。 

ミャンマーから逃れてきた人々は、ほとんどが3畳一間ぐ

らいの家に家族全員で暮らしてお

り、自宅にはおもちゃはありませ

ん。おもちゃは子どもの生育にな

くてはならないもので、創造性や

社会性などを育みます。保育園で

過ごす時間には、ご寄付のおも

ちゃが子どもたちの成長のために

大きな役割を果たします。 

  チェンマイ県ファーン郡にある保育園「バーン・ラーイ・ファーン就学準備

プレスクール」の子ども達に、今年も給食を届けました。昨年も皆様にお伝えし

ましたが、ミャンマーの政情は依然として不安定で戦闘が激しくなっています。

国連もこの人道危機の深刻化に警告を発していますが、収まる気配はありませ

ん。チェンマイ県ファーン郡と隣接するミャンマーのシャン州では、軍事化政権

と民主派勢力や少数民族との対立が激化しており、子どもたちが誘拐されて少年

兵にされる状況も発生しています。  

  子どもを守るため国境を越えてタイへとやってくる家族もますます増えてい

ます。チェンマイ市内の寺院ではミャンマー国籍の子どもの出家も認めており、

寺院に保護されると僧侶となり、寝食の他に教育を受けたり、医療の恩恵を受け

ることも可能となるので安全が確保されます。しかし、すべての子ど

もが寺院の保護を受けられるわけではなく、女の子には僧侶になる道

がありません。 

  そのような背景から、私たちが支援しているタイのNGO、APCYF

（Association for Promotion of Children Youth and Family）

が運営する保育園はさらに増え、全部で5か所となり現在は261名の

子どもが通っています。タイに来て子どもの誘拐の心配はなくなりま

したが、貧困からは逃れられません。成長期の子ども達に保育園で栄

養がある食事を提供することは非常に重要です。 

 政治や民族の対立によって翻弄される子どもたちが、おなかいっぱ

い給食を食べ、心身ともに健康に成長することを願い、この事業の支

援を続けていきたいと思います。（原梓） 

子どもたちが楽しみにしている給食の時間 

山形県南陽市の社会福祉法人友愛会が運

営する障がい児対象の多機能事業所「ゆう

あいくらぶ」で12月15日におもちゃの贈

呈式が開催されマリ代表が参加しました。 

「ゆうあいくらぶ」は、就学前の障がい

のある子どもが集団生活に適応できるよう

にする支援と、就学している障がいのある

子どもが、放課後や長期休暇を利用し様々

な訓練をしながら生活能力等の向上を目指

す「放課後等デ

イサービス」の

二つの事業を実

施しています。

子どもたちは届

いたおもちゃに

興味深々の様子

でした。 

 2023年、(一般社団法人）日本おもちゃ図書館財団から、タイ国チェンマイ県、山形県南陽市の2か所の

施設におもちゃのご寄付をいただきました。心から感謝申し上げます。 

贈呈式の記念写真 



 3 

 女性たちの自立支援 

 タイに私たちが訪問する度に、通訳とコーディネートをしてくださる出羽明子さん

が女性の自立支援のための団体を創り、仕事を始められました。 

 新しいグループ名はNuega（ヌーガー）です。Nuegaは、アカ語で【つなぐ・つ

ながる】という意味です。Nuegaに参加して働いている女性たちは、元ストリート

チルドレンで小さい子どもがいる山岳民族の母親たちです。 

 長い間ストリートチルドレンの保護、自立に関わってこられた出羽さ

んは「次の世代のストリートチルドレンを出さないためには、女性たち

が自立して、安心して子育てをし、生活ができる環境を作ることが重要

だ」と考えています。ここで活動する女性の中には、シングルマザーで

経済的に不安定な生活を送っていたり、１歳未満の乳児を抱えながら頑

張っている女性もいます。 

 SDGsの目標５「ジェンダー平等を実現しよう」では、すべての人は性

別にかかわらず平等に機会が与えられ、女性や女の子が能力を最大限に実現で

きる社会を作ることを目的としています。しかし現実には、女性であるという

だけで差別を受けることは世界共通に起きており、家庭内で暴力を受けるとい

うようなことも決して少なくはありません。シングルマザーは子育てをしなが

ら働かなければなりませんが、働く場や時間が限られる場合もあり、生活がで

きる収入を得る事には大きな苦労を伴うことが多々あります。 

 ここでは、女性たちが自分たちの民族の伝統の模様で作った布製品を販売す

る他、注文に応じて製品を作成することも行っています。出羽さんがこれまで

に訪問してネットワークを持っているカレン、シャン（タイヤイ）、ミャン

マーの村々からの素敵なハンドクラフトも紹介しています。 

 手に職をつけて自立を促すのみならず、自分の民族の刺繍などをすることは

エンパワメントにも繋がっています。私たちはこれらの製品を買い取り、国内

のイベント等で皆様にお買い上げいただけるように支援しています。（原梓） 
刺しゅうをする女性 

 子どもの性被害防止セミナー      

子ども達への性加害を終わらせることを目的に毎年警察庁が主催する「子供の性被害防止セミナー」

が11月14日に開催され、マリ代表が参加しました。 

警察庁の発表によると2022年の子ども買春の被害児童数は1,461人で前年度より減少しましたが、

児童ポルノ被害児童は2,053人と前年度よりも増加

しています。児童ポルノの被害の学年別割合では中

学生が最多となり、自撮らせのポルノが38.8％を

占め、小学生及び未就学の被害者は202人で、全体

の39％が盗撮でした。SNSの普及がこの被害の増

加に大きく影響を及ぼしています。テレビゲームな

どで遊ぶ子どもたちにも魔の手が伸びている状況が

報告されました。大人の知らないところで被害に遭

う子どもが出ていることも多い現状です。  

私たちは、来年度も法律の抜本的改正の要望書を

政府関係者に提出する所存で準備を進めています。 

刺しゅうのヘアピン 

警察庁生活安全局人身安全・少年課 報告 
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   ご寄付・ご協力御礼（2023年1月1日～2023年12月27日）（敬称略・順不同）  
【AIDS孤児里親基金】佐藤利明 佐藤真吾 五十嵐千恵子 笠本雅己 赤間幸子 鈴木八重子 伊藤康子 笹田克子 落合貴美恵

谷口雅昭 赤枝恒雄 澤田政子 塩入眞知子 阿部潔 幼き聖マリア修道院 増井俊樹 支援キルトの会ふーぷ 吉永陽子 加藤香 

【おなかいっぱいプロジェクト】五十嵐千恵子 一柳芳子 川口幸博 大槻裕美 郷古実・理加 佐藤志津子 谷口雅昭 増井俊樹 

大濱悦子 大江泰子 福島生子 堀江五十鈴 吉岡啓子 佐川久美子 塩入眞知子 尾崎登志雄 阿部潔 田口美恵子 小林恵津子 

寺尾和子 支援キルトの会ふーぷ（株）ファランドール 加藤香 出羽明子 山本博子                                                          

【AWC基金】大橋真理子 小迫由里加 川辺次郎 久保庭啓一郎 高品都 八島恵里 山本隆一 花谷泉 山本久美子 阿部真紀 

NPOシャンティ山口 大橋律子 増井俊樹 早川すみえ 池山洋二 茨木唯衣 鈴木佐知子 朝廣玲子 西田洋一 玉谷邦博  

阿部潔 太田有子 丸山桂子 伊藤源子 竹田英一・啓子 国際ソロプチミスト横浜西 マリ クリスティーヌ 

 【おたがいさまプロジェクト】岡部淑夫 増井俊樹 山本嘉彦 阿部潔 安藤芳子 原梓 支援キルトの会ふーぷ 清水雅子  

【書き損じはがき・切手】岡田靖子 濱田明子 大濱悦子 村田順子（手編みキルト）  

増井俊樹 横田京子 支援キルトの会ふーぷ 笠本雅己 重原文明 新井清子 伊藤康子 

川辺次郎 小迫由里加 大塚久仁子・南美 堀よし 南恭子 朝廣玲子 大槻裕美 斉藤徹

田窪廣子 大江絵美 落合貴美恵 近藤明子 仁藤里香 半田あや 宮崎恵子 山本博子 

五十嵐千恵子 安藤芳子 竹田英一・啓子 池谷朋子 川野安子 相川治世 岡部淑夫  

加藤香 北口純子 茨木唯衣 ガールスカウト山梨県連盟 金子セツ子 鈴木佐知子   

横山泰子（株）ファランドール 高橋貞子 西田洋一 マリ クリスティーヌ        

匿名希望の方々 

※記入漏れ、間違いなどございましたら、お手数ですが事務局までご連絡ください。 

発行元：アジアの女性と子どもネットワーク 

    〒231-0015 横浜市中区尾上町3-39 尾上町ビル9F YAAIC内 

       Tel/FAX 045-650-5430    E-mail : awc@h6.dion.ne.jp 

       URL : http://www,awcnetwork.org 

ご寄付のお願い 

アジアの女性と子どもネットワーク

の事業は、皆様のご寄付で実施して

います。ご協力をよろしくお願い申

し上げます。 

郵便振替 00200-0-4109 

     口座名：AWC 

書き損じはがき ご寄付のお願い 

 「おなかいっぱいプロジェクト」は、書き損じはがき2枚で3食分の給食食材費になります。 
 お手元の書き損じはがきや未使用切手をぜひＡＷＣ事務局までお送りください。子どもたちの健やかな成長のため 
 にご協力をよろしくお願いします。 

 

         ＡＷＣ事務局：〒231-0015 横浜市中区尾上町3-39 尾上町ビル9Ｆ YAAIC内 

AIDS孤児里親基金 

  今年も皆様からお寄せいただい

たAIDS孤児里親基金は「希望の

家」に届けました。希望の家には

現在、大学生から幼稚園児までの

女子10名、男子16名の子ども達

が暮らしています。  

これまでにないほどの大人数

で、思春期の子どもが多いので、

課題も多く難しいこともたくさん

あるようです。寮母のタッサニー

さんは、村に行き子どもたちの現

状を目の当たりにすると何とかし

なければという気持ちになり、受

け入れているとのことです。 

年長の子が年少の子を助けなが

ら毎日を過ごしているようです。 

 葉山小学校セミナー  

11月28日(火)に葉山小学校で

「子どもを守るためにおとなが学

ぶ性教育」というセミナーがPTA

主催で開催され、マリ代表が皆様

にお話ししました。 

親世代が十分な性教育を受けて

来なかった現状の中、情報があふ

れる現代の子ども達をどのように

守っていったら良いのかという課

題に、自分の子育て時代を振り返

り な が ら の

講 演 で、た

く さ ん の 保

護 者 の 方 々

が 耳 を 傾 け

て く だ さ い

ました。 

AIDS文化フォーラム 

8月4日(金)～6日(日)第30回

AIDS文化フォーラム in YOKO-

HAMAがかながわ県民センター

で開催され、私たちも展示ブー

スに参加しました。 

ここ数年コロナの影響で、オ

ンラインの開催が続いていまし

たが、今回は原則会場での直接

参加という形で開催されまし

た。今年のテーマは「未来をみ

つめて」です。 

私たちは、子どもの性被害が

低年齢化している日本の現状な

どを展示し、「児童買春・児童

ポルノ禁止法」の抜本的な改正

の必要性を訴え、多くの来場者

に伝えることができました。 


